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構成・出演：モ・サ［ミャンマー］

He said / She said
Direction, Performance: Moe Satt [Myanmar]

彼は言った／彼女は言った
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聖な数字で、さまざまなものを表します。  108の知
覚・感覚、108の煩悩、仏陀が問われた108の問い、
アーユルヴェーダの108の指圧ポイント、太極拳の
108の動き、除夜の鐘108つ……。
　「微笑みの国ミャンマーへどうぞお越し下さい」
―ジュンタ（旧軍事政権）が宣伝に使っていた
言葉です。でもなぜ私たちは微笑むのでしょう？　
人々は笑顔でこの圧政を乗り越えようとしていま
す。だから皆さん、笑顔・笑顔・笑顔でいましょう。
“恐れを感じていても、悲しい時も、笑顔でいれば、
微笑み続ければきっと明日には、人生が生きる価値
のあるものだと分かるだろう……”
 （ナット・キング・コール『Smile』より）
 （翻訳＝河井麻祐子）

　ミャンマーにいらっしゃったことはありますか？　
いらっしゃった方はどう思われましたか？
　貧困？　圧政に苦しむ社会？……本作で紹介す
る『Hands Around in Yangon』では、ヤンゴンの人々
はむしろ自主的な生活をしているという面を強調し
ています。現代のライフスタイルの中には、前近
代的なライフスタイルも見てとれます。路上で働く
労働者、友人や地元のアーティストたちなど、私の
周りの人々の手の動きを映像に収めました。手の
動きで物語を伝えることはできるでしょうか？　悲
しみ、成功といった物語を。
　母は、「お前の手は誰の手よりも長いね」とよく
言っていました。まるでアーティストの手のようだ、
と。自分は大人になったらアーティストになると子
供の頃から分かっていました。2005年に活動を開
始して以来、多くの作品で「手」にフォーカスを当
てて来ました。「意味のある」手の動きと「意味の
無い」手の動きという考え方でいろいろ試してみる
のが好きです。この考えは自分自身の身体と空間
とを使ったさまざまな組み合わせや実験に基づい
ています。
　『F n’ F （Face and Fingers）』という作品では、顔
と指との関係性について探り、108の組み合わせに
たどり着きました。お面のように顔を覆う手は（開）
花（子供の頃の記憶）を表しますし、手で作るピスト
ルの形は自分に向けるか外側に向けるかで全く違
う意味を持ちます。アジアの宇宙学では、108は神

手指が伝えることば。微笑みが伝える精神
モ・サ（構成・演出）　

「手」をモチーフにした過去作２本を軸に構成された本作。2011年以後の民主化改革により
急速な発展を遂げるミャンマーで、人々の暮らし、コミュニケーションの変化（あるいは不変）を
つぶさに見続けたアーティストからのメッセージ。
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モ・サ
1983年ミャンマー、ヤンゴン市生まれ。アー
ティスト、キュレーター。2005年理学学士（動
物学）を取得後、グラフィックデザイナーを
経て、パフォーマンスアーティストとしてギャ
ラリーや街の中での活動を開始する。2008
年にスタートしたミャンマーの国際パフォー
マンスイベント「ビヨンド・プレッシャー」の創

設者であり主催者でもある。キュレーターとして「”On/Off”Myanmar 
Contemporary Art Event」（ベトナム）や「Forward/Backward 8 Myanmar 
Contemporary Artists」（タイ）を企画。マレーシアの Rimbun Dahan
お よ び 韓国 の Hooyong Performing Arts Centre、東京 の3331 Arts 
Chiyodaでのアーティスト・イン・レジデンス（滞在型制作事業）にも招
聘された。

「暮らし」と「つながり」を見つめるアーティスト

　モ・サは、民主化への動きが具体化の兆しを見せた
2000年代以後に活動を開始した、ミャンマーの「第二世
代」のアーティスト。先行世代が、感情表現を軸とする
作品を通じ、軍事政権や社会主義政策への抵抗を表現
したのに対し、モ・サを筆頭とする若手は、より多層的
な意味を持ったコンセプチュアル・アートの制作に重点
をおいている。
　「手」を媒介に人々の生活、その多様性に迫った映像
作品『Hands Around in Yangon』しかり、手指、顏が表現
するサインを探求した『F n’ F （Face and Fingers）』しか
り。モ・サの眼差しは常に、人々のリアルな暮らし、コミュ
ニケーションのあり方に向けられており、道ゆく人に色
とりどりのピンポンボールに描いた「笑顔」をプレゼント
してもらう『Smiles』、街なかで通行人と共に電車ごっこ
を展開する『思考の電車』など、観客との対話を前提と
した公共空間でのパフォーマンスも多い。

『F n’ F (Face and Fingers)』（2008年）

『思考の電車（Train in Akihabara）』（2011年）

『Smiles』（2009年）


